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龍谷大学「大津エンパワねっと」は、

社会学部の学生と地域が協働して

まちづくりに取り組むプログラムです。×

共有する➡ ➡

※エンパワ 11期生･･･2018 年度前期から「社会共生実習（地域エンパワねっと）」に取り組んでいる社会学部の学生たちです。

  6( 金 )：「地域エンパワねっと」授業
13( 金 )：「地域エンパワねっと」授業
18( 水 )：社会共生実習運営委員会
20( 金 )：「地域エンパワねっと」授業
27( 金 )：「地域エンパワねっと」授業
29( 日 )：2018 年度　前期報告会

STEP 1

チーム発足＆まちあるき！！
「大津エンパワねっと」は、社会学部が地元地域のみなさまと共に展開する

「地域連携型教育プログラム」です。
中央地区と瀬田東学区の地域のみなさまに支えられて、今年、11 年目を迎えました。

エンパワ 11 期生が大津での学びをスタートさせています。
今号では、代表して 2 名の学生が「抱負」と「現状」を語ってくれました。

担当教員の紹介と併せてお送りいたします。

社会学部の新入生対象に、大津市で学ぶ・大津市に学ぶ「特別講義Ⅰ」を開講いたしました。
　この講義のねらいはふたつ。
　　①これから４年間過ごす「大津市」の概要や魅力を知る
　　②大津市の「人」や「取り組み」を知ることで、” 地域 ” や ” 現場 ” への関心や学習意欲を高める

　受講した学生の感想には、「大津の魅力や特徴に気付くことができた。卒業までにもっと大津に触れて、
色んなことを体験したい」「魅力と歴史の詰まった大津市を現場として経験、実習を積みたいと感じた」など、
意欲的な声がたくさんありました。

※1

  1( 水 )：大津エンパワねっとを進める会 ( 中央 )
  2( 木 )：大津エンパワねっとを進める会 ( 瀬田東 )
11( 土 )：一斉休暇 ( ～ 18 日まで）

【大津エンパワねっとオフィス　閉室期間】
8/11( 土 ) ～ 9/2( 日 )

「大学と地域をつなぐ特別講義Ⅰ」を開講しました！

8月
スケジュール ・ お知らせ7月

   

TOPICS 「社会共生実習（地域エンパワねっと）」スタート！
STEP 1

　「これまで」の発想や手法を継続していくことで物事が順調に動いた時代は過ぎ去り、「断絶の時代」だと言わ
れて久しくなりました。試行と検証の往復運動を繰り返しながら、「新たな道」を切り拓いていくには、粘り強い
胆力が求められます。この胆力を身につけていく学びが今年度も始まりました。地域の方々の懐の深さに支えら
れていることを覚えては感謝し、学生と共に思い切りのいいチャレンジをと思っています。どうぞよろしくお願
いいたします。

皆さんこんにちは。

第 11 期地域エン

パワネット中央

地区を担当になり

ました仲田と申し

ます。僕達は今年

度の 4 月から実習

という形で大津市

中央地区の現状を

踏まえ、地域の方々と一緒になってより

良い街を作っていくお手伝いをさせても

らうことになりました。現在 3 人ひと組

の 2 班体制で活動しており、大津市の高

齢者・子どもの課題について取り組んで

います。中央地区の現状に触れて、自分

達が出来ることを精一杯取り組まさせて

いただきます。よろしくお願いします。

雄斗）

みんなの知恵をしぼって作戦会議。地域がさらによくなりますように！！

まずは「まちあるき」で現場の空気を吸う。まちの本当の姿を知りたい！

エンパワねっと11期生
瀬田東学区担当
社会学科2回生
川部  香織（かわべ  かおり）

エンパワねっと11期生
中央地区担当
ｺﾐｭﾆﾃｨﾏﾈｼ ﾒ゙ﾝﾄ学科2回生
仲田  雄斗（なかた  ゆうと）

　現在、瀬田東の地域の方に協力をしていただき、課題を見つけ出す作業を行っ
ています。これからは地域での活動に積極的に参加させていただきたいと考え
ています。10月27～28日の瀬田東文化祭に参
加予定です。様々な方のサポートを受け、課題
は改善しつつ良いところはさらに良くし、期待に
応えられるように尽力します。瀬田東が第二の
故郷と感じるような大好きな町になるよう、真
剣に取り組みたいです。

　皆さんこんにちは。中央地区の担当になりました仲田と申します。僕達は今年
度の4月から実習という形で、大津市中央地区で地域の方々と一緒により良い街
を作っていくお手伝いをさせてもらうことになりました。現在3人ひと組の2班
体制で活動しており、大津市の高齢者・子ど
もの課題について取り組んでいます。中央地
区の現状に触れて、自分達ができることを精
一杯取り組ませていただきます。よろしくお
願いします。

わたしたちが１年間担当します
脇田　健一（わきた  けんいち）　社会学科　教授
　社会学科教員の脇田です。数年ぶりに、「大津エンパワねっと」の担当に復帰し、以前と同じように、中央地区
で活動する学生たちを指導することになりました。先日、学生たちと一緒に中央地区で「まちあるき」を行いまし
たが、その際、以前お世話になった地域の皆さんに「わきたせんせー、ひさしぶりやな ?。また、一緒に頑張りま
しょ !!」と声をかけていただきました。ありがたいことです。今期の学生たち (11 期生 ) と一緒に、はりきって地
域の課題に取り組んで参ります !!

　2007 年度スタートしたエンパワねっとは、「地域活性化」「学生の学びの向上」に加えて、「大学教育の改革」
が大きな狙いでした。当時、社会現場の皆さんと連携しながら学生の学びを支える教育はまだ稀で、エンパワねっ
とは全国的にも先駆事例でした。それから 10 年あまり。本学社会学部では同様の教育プログラムが 20 本近くも
並行して動いています。地域の皆さんとのコラボが生み出したエンパワねっとの大きな果実です。

築地　達郎（つきじ  たつお）　コミュニティマネジメント学科　准教授

川中　大輔（かわなか  だいすけ）　現代福祉学科　講師

　大津エンパワねっとオフィスでお世話になっております、服部です。こちらでお世話になって４年目となる今年は、
受講者数こそこぢんまりしていますが、とても熱心な学生がエンパワを受講してくれているように感じています。特
に、グループ間の連携がうまく取れていると思いますので、今から報告会が楽しみです。（服部  茉那）

　5 月から大津エンパワねっとオフィスに配属されました、鈴木です。龍谷大学出身で、前職では高校の教師をして
おりました。どうぞよろしくお願い致します。エンパワの受講生はこの一年、地域の皆様との出会いを通じて様々な
得難い経験をすることだろうと思います。その彼らの学びをしっかりと支援できるよう、日々努めます。（鈴木  舞）

大津エンパワねっとオフィス　スタッフより
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